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★【建設業】Ｌｉｇｈｔインストール手順

弊社のホームページにアクセスしてください。 

ＵＲＬ：https://mfac.co.jp/ 

1、トップメニューから、サービス・料金 → 各種ダウンロードを選択します。 

2、各種ダウンロードから下記マニュアルをダウンロードまたは印刷します。 

① 行政書士 ・・・ Ｎｏ 202 【代理人用】【建設業】Ｌｉｇｈｔインストール・初期登録詳細ガイドURL

https://mfac.co.jp/wp/wp-content/themes/mfac/images/pdf/download/202dairi_guid.pdf 

②建設業者 ・・・ Ｎｏ 203 【本人用】【建設業】Ｌｉｇｈｔインストール・初期登録詳細ガイド

URL https://mfac.co.jp/wp/wp-content/themes/mfac/images/pdf/

download/203honnin_guid.pdf 

3、マニュアルに従って、インストールしてください。 

http://mfac.co.jp/
http://mfac.co.jp/wp/wp-content/themes/mfac/images/pdf/download/202dairi_guid.pdf
http://mfac.co.jp/wp/wp-content/themes/mfac/images/pdf/download/203honnin_guid.pdf
MFAC-CLIENT12USER
長方形
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１．顧客選択 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　申請事業者の登録と内容変更を行います。業務選択メニューの　　　

　　"顧客詳細登録"のご案内を兼ねています。　　　　　　　　　　　　　　　
１－１ 新規登録 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
経営状況分析申請書や建設業財務諸表を作成するには、建設業者を登録する必要があります。建設業者の
登録は、顧客選択画面から「新規登録」ボタンを押します。 

図：顧客選択（新規登録） 

１－１－１ 基本情報

「新規登録」を選択すると、顧客基本情報が表示されます。この画面では、登録する建設業者の商号、主たる
営業所の所在地等、許可申請時の項目を入力します。

図：顧客基本情報：基本情報 

※基本情報・入力時の注意事項

1、グレーに反転している項目は入力出来ません。 

2、商号又は名称・・・「株式会社」などは入力不要です。法人の種類で選択したものが反映されます。 

3、兼業の有無・・・財務諸表の基本情報で選択しますので、ここでは設定しません。 

MFAC-CLIENT12USER
長方形

MFAC-CLIENT12USER
引き出し線
新規登録を行うと、「廃業中」の表示は無くなります
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１－１－２ 許可情報 

顧客基本情報の中にある「許可情報」タブを選択すると、許可情報画面が表示されます。許可番号や、取得し

ている許可業種、一般・特定の区分、許可を受けた年月日などを入力して、「登録」ボタンを押します。 

図：顧客基本情報：許可情報 

※許可情報・入力時の注意事項

1、"般特"の別と"許可を受けた年月日"は、許可業種毎に設定します。許可更新や業種の追加/削除な
　　ど、許可内容に変更が有りましたら、その都度、更新します。　

2、設業の最初の登録及び許可・・・入力は任意です。 

１－２ 情報変更
顧客基本情報を修正したい建設業者を選択して、「情報変更」ボタンを押します。顧客基本情報画面が表示さ
れますので、１－１－１及び１－１－２のように、各項目を修正して登録します。 

MFAC-CLIENT12USER
長方形
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１－３ 削除 

削除したい建設業者を選択して、「削除」ボタンを押します。削除したデータは復元できませんので、慎重にご

検討ください。 

１－４ データのバックアップ/復元 

データをバックアップしたい場合やＰＣ変更などにより、バックアップデータを復元したい場合は、「データのバッ

クアップ/復元」ボタンを押します。

※データのバックアップ/復元につきましては、別紙マニュアルがございます。詳しくは、下記ＵＲＬをご参照くだ

さい。（弊社ホームページ・各種ダウンロードＮｏ 205 【建設業】Light データバックアップ/リストア操作ガイ

ド） URL https://mfac.co.jp/wp/wp-content/themes/mfac/images/pdf/download/205backup_guid.pdf 

https://mfac.co.jp/wp/wp-content/themes/mfac/images/pdf/download/205backup_guid.pdf
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１－４－１ データのバックアップ 

1、「参照」ボタンを押して、バックアップ先を指定します。 

図：データのバックアップ/復元メニュー 

2、「今すぐバックアップを実行」ボタンを押します。指定した保存先にバックアップデータが存在することをご確

認ください。（初期値は、Windows(C:)\ProgramFiles\Apply2\Backup\ です。） 

※定期的にバックアップしたい場合は、スケジュール登録もできます。

① 定期的な自動バックアップ「する」を選択します。

② バックアップのタイミングを選択します。

③ データ保管期限を選択します。

（注）データ保管期限で30日、90日を設

定した場合は、30 日または 90 日より前

のデータは、自動的に削除されます。フ

ォルダごと削除になりますので、無関係

なファイルをバックアップフォルダ内に保

存しないように、注意してください。 
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１－４－２ データのリストア（復元） 

「データのリストア（復元）」ボタンを押します。 

取込元指定の「参照」ボタンを押して、復元したいバックアップデータを選択後、「復元実行」ボタンを押します。 

図：データのリストア（復元） 

上記画面の「閉じる」ボタンを押して終了後、建設業Ｌｉｇｈｔを起動し、データが復元できていることをご確認くださ

い。 
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１－５ 代理人情報 

代理（代行）申請の場合は、"代理人情報"（行政書士）を登録する必要があります。 

図：顧客選択（代理人情報） 

新規に作成する場合は、「追加」ボタンを押します。 

図：代理人情報登録ウィザード 

作成済みの代理（代行）人情報を変更す

る場合は、変更する代理人を選択して

から、「決定」ボタンを押します。 
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ここで登録した内容が、申請代理（代行）人として印字されます。内容を確認して、「登録」ボタンを押します。 

図：代理人情報登録 

※代理申請、代行申請で、電子申請ご利用の場合は、「ＭＦＡＣ会員番号」と「パスワード」も登録してください。

電子申請のお申込み、その他マニュアルは、弊社ホームページ・各種ダウンロード 301～306 をご確認ください。
URL https://mfac.co.jp/download/ 

１－６ メニューバー 

メニューバーの項目について説明します。

図：メニューバー（ファイル） 

（１）ファイル

１．ファイル → データベースエクスチェンジャー 

データベースの更新を行います。プログラムのバージョンアップ後に、データベースのバージョンアップを行

わなかったとき、手動で更新処理を行う場合に使用します。 

２．ファイル → リンクテーブルマネージャ 

【建設業】Ｌｉｇｈｔデータベースのリンク先の確認に使用します。通常は使用せず、弊社サポートセンターより指

示があった場合のみ使用します。 

３．ファイル → 終了・・・【建設業】Light を終了します。 

http://mfac.co.jp/download/


（２）ヘルプ

図：メニューバー（ヘルプ） 

１．サポート情報 

サポートセンターの電話番号、メールアドレスを確認する場合に使用します。

２．システム情報 

【建設業】Ｌｉｇｈｔのバージョンや、インストールファイルの保存場所を確認する場合に使用します。 

３．リモート接続 

お使いのパソコンを遠隔サポートする場合に使用します。通常は使用せず、弊社サポートセンターより指示

があった場合のみ使用します。遠隔サポートは、インターネット接続環境が必要です。 

４．操作マニュアル 

【建設業】Ｌｉｇｈｔのオンラインマニュアルを表示します。オンラインマニュアルを表示するには、インターネット

接続環境が必要です。 

５．財務諸表転換システムデータインポート 

株式会社クリックス社製・財務諸表転換システムから、【建設業】Ｌｉｇｈｔにデータ移行する場合に使用します。

通常は使用せず、弊社サポートセンターより指示があった場合のみ使用します。 

６．経審分析システムデータインポート 

株式会社クリックス社製・経審分析システムから、【建設業】Ｌｉｇｈｔにデータ移行する場合に使用します。通常

は使用せず、弊社サポートセンターより指示があった場合のみ使用します。 

７．クイック電子申請ログ 

【建設業】Ｌｉｇｈｔで、弊社に、クイック電子申請を行った場合の申請日、顧客名などの操作履歴を確認する場

合に使用します。 

８．更新キーの適用 

インターネット接続環境がないＰＣやセキュリティ上の理由でインターネット接続不可のＰＣに、【建設業】Ｌｉｇｈ

ｔをインストールしたときに使用します。【建設業】Ｌｉｇｈｔ使用可能期間内にもかかわらず、【建設業】Ｌｉｇｈｔ起動

時に、「アプリケーションを無償で使用できる有効期限が切れています。」と表示された場合は、弊社または

（株）クリックス　サポートセンターまでお問い合わせください。 

9 
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２．財務諸表作成 
顧客選択画面で財務諸表などを作成する建設業者を選択して、「決定」ボタンを押します。 

「決定」ボタンを押すと、選択した建設業者の業務選択画面に移動します。 

図：業務選択画面 

２－１ 顧客詳細登録 

選択した建設業者の顧客情報を編集します。詳しくは、１－１－１基本情報、１－１－２許可情報を参照してくだ

さい。
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２－２ 決算期選択 

選択した建設業者の財務諸表を作成します。経営状況分析申請だけではなく、都道府県の事業年度報告にも

使用できます。 

２－２－１ 決算期追加 

新規財務諸表を作成する場合は、「決算期追加」ボタンを押します。 

図：決算期選択画面 

１．①法人の場合は決算期を入力します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　「事業年度」を入力して、「期の開始」「期の終了」を設定します。2の「日付ビルダ」設定画面に進んでください。  

図：決算期データ編集画面（法人） 
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１．②個人の場合は確定申告年度（西暦）を入力します。 

「事業年度」を入力して、「期の開始」「期の終了」を設定します。2の「日付ビルダ」設定画面に進んでください。 

図：決算期データ編集画面（個人） 

２．期の開始を選択すると、日付ビルダが開きます。期の開始日を入力して、「決定」ボタンを押します。 

図：日付ビルダ 

３．財務諸表の種類 

①「北海道用として作成」は、北海道様式で作成する建設業者のみ、チェックしてください。

②コンボボックスの下矢印（▼）を押すと、過去の様式も選択できます。通常は最新の様式で作成するため、特

に選択する必要はありません。 

図：決算期データ編集画面・財務諸表の種類 

４．メモ欄の使用は、任意です。合併、分割などの特殊経営状況分析の財務諸表を作成した場合などに使用し

ます。 



13 

５．前の図で「前期データ読込設定」ボタンを押すと、環境設定画面が表示されます。既に作成済みの財務諸

表がある場合に、そのデータの環境を一部コピーして、新たな財務諸表を作成できます。設定したい項目（複

数選択可、選択無し可）をチェックして、「登録」ボタンを押します。

図：決算期データ編集画面・前期データ読込設定・環境設定 

２－２－２ 決算期編集 

決算期を修正したい建設業者を選択して、「決算期編集」ボタンを押します。上記２－２－１のように、必要な情

報を修正して登録します。 

２－２－３ 決算期削除 

削除したい建設業者を選択して、「削除」ボタンを押します。削除したデータは復元できませんので、慎重にご

検討ください。 
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２－３ 財務諸表を作成 

選択した決算期の財務諸表を作成します。決算期を選択して、「財務諸表を作成」ボタンを押します。 

２－３－１ 財務諸表メニュー 

選択した建設業者の財務諸表メニュー画面です。税込入力した財務諸表を、税抜出力したり、他の会計ソフト

のＣＳＶデータを取り込むなどの機能があります。消費税処理などを設定する基本設定画面から順番にご説明

します。 

図：財務諸表メニュー画面（法人） 
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２－３－３ 貸借対照表 

１．入力手順 

税務申告添付決算書をご覧いただき、流動資産から細目ごとに、円単位で入力します。各細目の金額欄を選

択すると、その細目の注意事項が画面の下（水色の部分）に表示されます。画面右端に、「特」と記載している

場合は、特殊処理があるという意味で、画面の下に特殊処理の内容が表示されます。 

図：貸借対照表 

例えば、当座借越（短期借入）の金額欄を選択すると、次のように表示されます。 

図：貸借対照表・画面下のヘルプ機能 

２．細目名の変更 

細目名を変更したい場合は、変更したい細目名を選択して、ダブルクリック（注）します。 

（注）その他のキー操作では変更できないので、マウスでダブルクリックしてください。 

変更後欄の細目名を上書きして「ＯＫ」ボタンを押します。 
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７．貸借対照表固有の入力（有形固定資産） 

有形固定資産は、取得価額から減価償却累計額を引き、期末帳簿価額を財務諸表に表示するため、入力方

法が異なります。下記の事例を参考に入力してください。 

法人税申告書別表 16 をご覧いただき、資産の種類ごとに、取得価額（項目 7）、期末簿価（項目 10）を入力しま

す。（取得価額が不明の場合は、期末簿価のみ入力します。） 

図：貸借対照表・有形固定資産 
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２－３－４ 損益計算書 

１．入力手順 

税務申告添付決算書をご覧いただき、完成工事高から順番に、円単位で入力します。各細目の金額欄を選択

すると、その細目の注意事項が画面の下（水色の部分）に表示されます。画面右端に、「税」と記載している場

合は、税込入力です。税務申告添付決算書が税抜処理の場合は、基本設定（上記２－３－２）を変更します。

また、「特」と記載している場合は、特殊処理があるという意味で、画面の下に特殊処理の内容が表示されま

す。 

図：損益計算書 

例えば、完成工事原価の金額欄を選択すると、次のように表示されます。 

図：損益計算書・画面下のヘルプ機能 

２．細目名の変更 

貸借対照表と同じですので、16 ページをご参照ください。 

３．科目と細目の関係 

貸借対照表と同じですので、17 ページをご参照ください。
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４．科目名「その他」の取扱い 

貸借対照表と同様に、各細目は、上位の科目名に集計されます。ただし、販売費及び一般管理費「雑費」、営

業外損益「その他」、特別損益「その他」については、取扱いが異なりますので、ご注意ください。「雑費」のうち、

金額が大きいもの（平成 27年 4月様式だと、販売費及び一般管理費合計の 10％を超える細目）は、細目が勘

定科目になります。また、営業外損益「その他」、特別損益「その他」は、勘定科目「その他」に集計されますが、

金額が大きいもの（平成 27年 4 月様式だと、各合計の 10％を超えるもの）は、細目が勘定科目になります。 

５．画面の移動（切り替え） 

貸借対照表と同じですので、17 ページをご参照ください。 

６．整合性の確認 

損益計算書の整合性確認については、２－３－１１で説明します。 
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７・損益計算書固有の入力（原価への振替） 

税務申告添付決算書の中に、製造原価報告書がない場合があります。また、内容が正しく振り替えられていな

い場合があります。その場合は、販売費及び一般管理費の中に含まれる材料費、賃金、外注費、経費を、販

売費及び一般管理費から完成工事原価や兼業事業売上原価に振り替える必要があります。「原価への振替」

機能は、このような場合に使用します。 

①画面左下の、「原価への振替」ボタンを押します。

②メッセージが表示されたら、「はい」を選択します。
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③画面が表示されたら、各勘定科目から振り替える金額を入力して、「登録」ボタンを押します。例えば、従業

員給料手当12,500,000円に、工事の人件費3,000,000円、兼業の人件費1,500,000円が含まれている場合は、

下記のように入力します。振替先を間違えないように注意してください。 

図：損益計算書・原価への振替 

※雑費から、完成工事原価や兼業事業売上原価に振り替える場合

雑費は、販売費及び一般管理費の合計の 10％を超える場合、細目が勘定科目になります。そのため、雑費

の細目金額が大きい場合は、雑費の細目・他勘定振替 1、他勘定振替 2 に入力してから振替を行って下さい。 

【例】 

外注費 2,500,000 円は、販売費及び一

般管理費合計 18,943,257 円の 10％

（1,894,325 円）を超えているため、他勘

定振替 1 または他勘定振替 2 に入力し

てから、「原価への振替」機能をご利用く

ださい。 
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２－３－５ 完成工事原価報告書 

１．入力手順 

税務申告添付決算書をご覧いただき、材料費から順番に、円単位で入力します。各細目の金額欄を選択する

と、その細目の注意事項が画面の下（水色の部分）に表示されます。画面右端に、「税」と記載している場合は、

税込入力です。税務申告添付決算書は税抜処理の場合は、基本設定（上記２－３－２）を変更します。また、

「特」と記載している場合は、特殊処理があるという意味で、画面の下に特殊処理の内容が表示されます。 

※販売費及び一般管理費から、原価への振替機能を使用したものは、ここでは修正できませんので、損益計

算書で、再度、振替処理を行います。（２－３－４ ７・損益計算書固有の入力（原価への振替）参照） 

図：完成工事原価報告書 

２．細目名の変更 

貸借対照表と同じですので、16 ページをご参照ください。 

３．科目と細目の関係 

貸借対照表と同じですので、17 ページをご参照ください。 

４．画面の移動（切り替え） 

貸借対照表と同じですので、17 ページをご参照ください。 

５．整合性の確認 

完成工事原価報告書の整合性確認については、２－３－１１で説明します。 
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６．完成工事原価報告書固有の入力（仕掛工事） 

建設業財務諸表の様式上、期首仕掛工事、期末仕掛工事を表示する欄がありません。期首仕掛工事、期末仕

掛工事は、当期総工事費用の比で、材料費、労務費、外注費、経費に按分されます。計算式は次のとおりで

す。 

【計算式】 （期首仕掛工事 － 期末仕掛工事）（※1）×材料費（※2） ／ 当期総工事費用 

※1、符号がマイナスの場合は、材料費、労務費、外注費、経費から減算します。

※2、労務費、外注費、経費も同様に計算します。

２－３－６ 兼業原価報告書 

１．入力手順 

税務申告添付決算書をご覧いただき、期首商品（製品）たな卸高から順番に、円単位で入力します。各細目の

金額欄を選択すると、その細目の注意事項が画面の下（水色の部分）に表示されます。画面右端に、「税」と記

載している場合は、税込入力です。税務申告添付決算書は税抜処理の場合は、基本設定（上記２－３－２）を

変更します。 

※販売費及び一般管理費から、原価への振替機能を使用したものは、ここでは修正できませんので、損益計

算書で、再度、振替処理を行います。（２－３－４ ７・損益計算書固有の入力（原価への振替）参照） 

図：兼業事業売上原価報告書 
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２．整合性の確認 

兼業事業売上原価報告書の整合性確認については、２－３－１１で説明します。 

３．兼業事業売上原価報告書が入力できない場合 

下記画面のように、「兼業原価報告書」ボタンが押せない場合は、「基本設定」ボタンを押します。 

申請情報・「兼業事業売上原価報告書を作成する」チェックボックスにチェックして、「登録」ボタンを押します。

（初期値は、チェックした状態になっています。兼業事業がない建設業者でも、そのままで問題ありません。） 
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２－３－７ 株主資本等変動計算書 

１．入力手順 

税務申告添付決算書をご覧いただき、当期変動額がある場合は、円単位で入力します。剰余金の配当、各種

積立金の積立・取崩などがない場合は、「前期末残高読込」ボタンを押してから、「登録」ボタンを押すと完了で

す。 

※当期末残高は、貸借対照表・純資産の部の残高、当期純利益は、損益計算書・当期純利益の金額が自動

的に表示されます。整合性チェックに該当した場合は、貸借対照表や損益計算書の修正が必要になる場合が

あります。詳しくは、２－３－１１で説明します。 

図：株主資本等変動計算書 

２．当期変動額・変動項目名の編集（行追加） 

① 編集したい行を選択します。（※行追加する場合は、必ずこの行を選択してください。）
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② 「行編集」ボタンを押します。（※行追加する場合は、「行挿入」ボタンを押します。）

③ 変動項目リストから変更したいものを選択して、「▼」ボタンを押します。（※直接、株主資本の変動項目欄

に入力することも可能です。） 選択または入力した内容を確認して、「ＯＫ」ボタンを押します。 

図：株主資本等変動計算書・変動項目編集画面 
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④ 編集または追加した行に変動額を入力します。

３．整合性の確認 

株主資本等変動計算書の整合性確認については、２－３－１１で説明します。 

４．株主資本等変動計算書固有の機能 

① 自動計算を行う

「自動計算を行う」チェックを外すと、列の合計欄（自動計算している場合のクリーム色の部分）が手入力になり

ます。「自動計算を行う」チェックを外しても、当期純利益、当期末残高（水色の部分）は入力できません。株主

資本等変動計算書は、貸借対照表、損益計算書と密接に関わりますので、通常は、必ずチェックした状態で使

用してください。 

② 利益剰余金内訳を入力する

 利益積立金の種類が多い場合は、「利益剰余金内訳を入力する」にチェックすると、各積立金の内訳が入力

できます。「利益剰余金内訳」ボタンを押して、各項目に入力します。内訳は、貸借対照表・純資産の部・利益

剰余金の勘定科目になります。 
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